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学 告会 知 板

2017ドライアイ研究会主催講習会
～すぐに臨床に役立つドライアイ診断と治療～
【日本眼科学会専門医事業 3単位（認定番号：02429）】

 日　時 ● 2017 年 2月 19 日（日）　13：00〜17：00
 会　場 ●大手町ファーストスクエアカンファレンス
	 	 〒 100-0004　東京都千代田区大手町 1-5-1	ファーストスクエア	イーストタワー 2F
	 	 Tel：03-5220-1001
 主　催 ●ドライアイ研究会
 参加費 ●	会員12,000円（講習会修了証付），非会員15,000円，新規会員15,000円（講習会修了証付）
 オーガナイザー ●坪田一男（慶應義塾大学），西田幸二（大阪大学）
 プログラム ●特別講演 1「ドライアイ update	2016」坪田一男
	 	 特別講演 2「ドライアイと視機能」西田幸二（大阪大学）
	 	 「眼の加齢変化とドライアイ」川島素子（慶應義塾大学）
	 	 「結膜弛緩とドライアイ」小室	青（四条烏丸眼科	小室クリニック）
	 	 「眼瞼痙攣とドライアイ」細谷友雅（兵庫医科大学）
	 	 「点眼液とドライアイ」内野裕一（慶應義塾大学）
	 	 「手術とドライアイ」小島隆司（岐阜赤十字病院）
 お問い合わせ・申込先 ●ドライアイ研究会事務局代行
	 	 株式会社メディプロデュース
	 	 〒 107-0062　東京都港区南青山 2-26-35
	 	 Tel：03-5775-6070	/	Fax：03-5775-2076	/	E-mail：inquiry@dryeye.ne.jp
	 	 http://www.dryeye.ne.jp
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